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当りの揚水量は日孟 200-2，000m3で3 最大揚水量は約 3，000m
3
に達する。 比湧出量は 100-
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図2-8-5 高松平野の深井戸の塩分政度図

(文献山から引用〉

300 m3/d/mで，かなり良好な数

値を示している。透水係数は 10-2

cm/sと比較的大きく，かなり有

力な帯水層と判断される。なお，

地下水の利用量 としてき受 2-8-3に

香川県全体の用途別利用量を示し

たが，年間の総利用量は 1.26億

lU
3
であり，高松平野の年間地下

水利用量は 9，000万m3程度 と推

定される。

一方，高松平野の海岸部は，地

下水の過剰揚水によって，地下水

位が低下し，深井戸に塩水浸入の障害が生じている。清水(1) (1905)によれば，図 2-8-5に示さ

れているように，地下水の過剰揚水によって自然水位，揚水水位ともに年々低下し，地下水の塩

分濃度が 1，000ppmまで増加 し，塩水浸入の徴候が認められている。地下水面等高線と塩分濃

度等イ直線は図 2-8-2に示したとおりであり，地下水位の低下現象は高松市街地で著しい。市街地

東部の自然水位は 1m.内外である。また，新川および、春日川の河口付近の井戸はほとんど自噴を

停止しており，春日川河口付近の井戸は犠水浸入で汚染され，電気伝導度で 5，000μぴ/cm以上

(1964年 9月〕に迷しているものもある。

〈栗原権四郎)
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2.丸亀平野

(1) 地形・地質

丸亀平野は，丸亀から多度津， 普通寺および琴平にかけての東西 20kl11.，南北 10kmの土器川

に沿った扇状地性の平野である。この平野は古い巨大沼池として知られる満濃池の水をかんがい

用に使用している水団地帯であるが，末端部では「出水」と呼ばれる集水池による地下水利用が

多いところであ る。鼠頂部の標高は約 40m，扇端部の標高は約 5mで，こ れより瀬戸内海側は

三角洲になっており ，かつては境田が広がっていた。ここは現在では工場地帯になっている。

平野の周辺には，段丘が発達し，中位段丘土佐積物は厚さ 10-20mのシノレト，粘土を挟む粗砂

と細牒で，黄褐色土によって覆われている。低位段丘堆積物は厚さ 5-15mの一部に砂を挟む砂
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礁である。

下部の

三層に区分されている。

扇状地の上部砂喋層は，扇頂部に厚さ 5m前後で分布し， 一部は河川背後地の低湿地に形成さ

中部，平野地下の地質(1)は扇状地と三角洲で若干層相に違いがあるが，いずれも上部，

れたシノレト，粘土層に変わっている。中部の砂混りシノレト，粘土および磯混り粘土層は内陸相を

示し，厚さは 0-7mである。下部砂l深層は，海岸部に連続する基底砂磯層であり，厚さは 2-

5mである。しかし，扇頂部では，上部と下部の砂磯j留が重なり，両者の区分が不鮮明になって

この下に褐色粘土層を介在 して低位段丘堆積物が分布している。

出且砂， 中砂， シノレト層で，砂礁が卓越し，下位とは整合である。 中

シノレト，粘土層で下位とは整合である。厚さは 10m前後であり，腐植土混りの地層

いて，

上部は砂磯，三角洲では，

部は細砂，

図
巴
回

・明
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から貝殻混りの海成層に移化する。この境界は -10m 前後にみられ，腐植土の中にj事さ 30cm 

の乳灰色の火山灰質の細砂が認められるところもある。下部の砂礁層は厚さ 0-7mで変化に富

み，西部の方が発達しており，一部には貝殻片を挟む海成相が認められる。この最下底は-25m

であり，中部層下部の海成層も含めて，これらは純文海浸の土佐積物とも考えられる。

沖積層の下には，更新世~鮮新世に堆積した三豊層群の砂磯，砂， シノレトおよび、粘土の互層が

厚さ約 100m前後にわたって分布し，この下は基盤の花嗣岩で， -120 m前後で平坦面となっ

ている(図2-8-6，7)。
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図 2-8-7 丸亀平野地質断面図

丸亀平野の地下水は，中位段丘堆積物には少ないが，扇状地砂陳腐を主とする沖積層や低位段

丘堆積物に豊富な不圧地下水が賦存し，i出水」と呼ばれる集水池によって広く利用されてい る。

1カ所の集水池から日量約 1，000m
3揚水されている。三豊層群には被圧地下水が多く，口径 300

mm，深さ 100mぐらいの井戸で日量 1，000-2，000m
3の揚水が可能である。 なお，三豊層群の

透水係数は1-2X 10-
2 
cm/sである。 地下水の等高級はほぼ扇状地の形と一致している。

近年，土器川の地表水が不足がちなため，干ばつになると盛んに試掘が行われた。このため，海

岸付近では，不圧地下水，被圧地下水と もに一部に勘jくが浸入しているところがかなりみられる。

1979年 6月，香川用水が通水を開始し，讃岐平野に吉野川の水が入るよ うになってから，干ば

つのたび、に拡大した地下水開発もほとんどなくなり，地下水利用 も減少の傾向にある。 丸亀平野

でも井戸の話を聞くことが少な くなった。
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